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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　建物等の解体工事に伴い大量のコンクリート廃材が発生し，そのほとんどは道路路盤，埋戻しに利用され

ている．一方，天然資源の枯渇や採取に伴う環境問題からそのコンクリート廃材を機械処理等によりコンク

リート用骨材への適用性に関する研究がなされている．その骨材製造時には副産物として 0.15mm 以下の微

粒分が発生し，高度処理の場合には，質量比で 40%程度発生する．このコンクリート微粒分は高アルカリで

あることから通常は産業廃棄物となるが，その処理費用削減から混和材，軟弱地盤における地盤改良材とし

ての検討が実施されている 1)2)．

　このことから，筆者らはそのコンクリート微粒分の新たな利用先として環境浄化材への適用性に関する研

究を実施した．

２．研究概要２．研究概要２．研究概要２．研究概要

　環境保護の観点から，タイルや煉瓦等の無機材料の表面に酸化チタン微粒分を塗布・焼成し，これをコン

クリート表面に埋込み，太陽光による NOx浄化性能に関する研究がなされている．今回の研究は，再生骨材

製造時の副産物であるコンクリート微粒分を処理することにより，それを用いたコンクリート構造物の環境

浄化材としての適用性について研究したものである．

３．コンクリート微粒分の特性およびコーティング方法３．コンクリート微粒分の特性およびコーティング方法３．コンクリート微粒分の特性およびコーティング方法３．コンクリート微粒分の特性およびコーティング方法

コンクリート微粒分は固化成分である水酸化

カルシウムが若干存在し，また，比表面積は

6,500cm2/g（表-1）程度で凹凸のある複雑な形

状を示す．既往の研究においては，ガラス繊維

等を均一にできる金属アルコキシド溶液を利用

したコーティング方法があるが，今回のコンクリート微粒分

は，前述のとおり複雑な形状を示すためその適用性について

検討した．なお，その方法は，酸化チタンを使用した溶液に

コンクリート微粒分を添加し，酸化チタンゾルから熟成によ

って粒子が凝集し，流動性を失った微粒分ゲルに至る過程で

コンクリート微粒分をコーティングすることにより，酸化チ

タン粒子をコーティングするものである．この方法の利点と

しては，複雑な形状のセラミックスや金属材料にもコーティ

ングできること，室温でもコーティングできること，経済的

に安価であること等が挙げられる．酸化チタン処理後の SEM

写真の一例は写真-1 に示すとおりであり，コンクリート微

粒分表面に酸化チタン粒子が付着していることが確認された．
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４．コンクリート微粒分の環境浄化特性４．コンクリート微粒分の環境浄化特性４．コンクリート微粒分の環境浄化特性４．コンクリート微粒分の環境浄化特性

  コーティングしたコンクリート微粒分を用いて，

表-２示す配合でモルタル供試体を 3 種類作成した

（寸法：40mm×40mm×160mm）．なお，養生は 20℃

で 24 時間以上水中養生した．それら供試体の光

触媒効果を確認するため，モルタル供試体に 360nm

の赤外線を 1 時間または 2 時間照射して，メチレ

ンブルーの退色変化を吸光度測定することにより

確認した．その結果は図-1 のとおりであり，コー

ティング済の微粒分の比率ならびに照射時間に比

例して，吸光度は低減する．さらに，モルタル供

試体の環境浄化材としての効果を確認するため，

この供試体を 25ppm 濃度の NOx ガスを封入した

試験装置に入れ，NOx 濃度の変化を測定した．そ

の結果は図-2 に示すとおり，NOx の分解除去機能

を有することが確認された．

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

　本試験の結果，以下のことが分かった．

(1) コンクリート微粒分に対して，既往の金属アル

コキシド溶液によるコーティング方法が可能で

ある．

(2) そのコーティングされたコンクリート微粒分を

用いたモルタル供試体は，環境浄化機能を有す

る．このことから，環境浄化機能を有するコン

クリート二次製品としての商品化が可能である．

６．あとがき６．あとがき６．あとがき６．あとがき

　本研究は福井大学との共同研究で実施したもの

であり，その成果については特許出願中である．
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（質量百分率）

配合 セメント 水 砂
処理済ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ微粉分

A 40 20 40 0

B 40 20 20 20

C 40 20 0 40
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【　凡　例　】
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